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平 成 ２ ０ 年 ４ 月 １ １ 日 

社 会 保 険 庁 
 

 １ 漢字カナ変換が行われた記録の漢字氏名の収録作業について 

（１） 漢 字 カナ変 換 が行 われた記 録 （約 １５４万 件 ）については、本 年 ２月 上 旬 から４月 末 までを目 途 に、社 会 保 険 事 務

所等において、年金手帳記号番号払出簿等により漢字氏名を確認のうえ、漢字氏名の収録作業を行っている。 
 

※ 年 金 記 録 問 題 についての今 後 の対 応 に関 する工 程 表 （抄 ） 

５．（１）｢漢 字 カナ変 換 の使 用 により名 寄 せされなかった記 録 」への対 応  

○ 「1,975 万 件 」の記 録 等 のうち、一 文 字 単 位 の漢 字 カナ変 換 を行 ったことを示 すフラグ（73・75）が立 っている厚 生 年 金 の記 録

約 150 万 件 を抽 出 し、社 会 保 険 事 務 局 ・事 務 所 において、年 金 手 帳 記 号 番 号 払 出 簿 （払 出 簿 で確 認 できない場 合 は、被 保 険

者 名 簿 、原 票 等 ）により、漢 字 を確 認 し収 録 する。 
 

（２） この収録作業については、３月３０日現在、約１５３万件（約９９％）について漢字氏名の確認を完了し、約１４３万件

（約９２％）の漢字氏名の収録が完了した（別紙１）ところであり、今後、漢字氏名を収録した記録については、基礎年

金番号の記録との突合せを行った上で、記録の持ち主である可能性がある方に対して、「記録のお知らせ」を送付す

ることとしている。 
 

 ２ 氏名等の調査を継続する記録の補正作業について 

   氏 名 等 の調 査 を継 続 する記 録 （約 ６万 件 ）については、本 年 ２月 中 旬 から４月 末 までを目 途 に、社 会 保 険 事 務 所 等

において、被保険者名簿等を丹念に調査しているところであるが、３月２１日現在、約４万件（約６７％）の調査を終え、

約１．１万件（約１８％）の補正が完了した。（別紙２） 

   残りの約２万 件については、引 き続き調 査を行うこととし、補正が完了しなかったものについては、今後、社会保険業

務センターにおいて管理している旧台帳の保管方法の見直しを行い、さらに再確認を行うことを予定している。 
 

※ 年 金 記 録 問 題 についての今 後 の対 応 に関 する工 程 表 （抄 ） 

５．（３）記 録 の属 性 に応 じたコンピュータ上 の記 録 等 の調 査  

  （エ）の注  

  ※ 氏 名 等 が収 録 されていない記 録 （約 ５２４万 件 ）のうち、氏 名 ・生 年 月 日 の調 査 を継 続 している記 録 （約 ６万 件 ）については、

被 保 険 者 名 簿 、原 票 、厚 生 年 金 保 険 被 保 険 者 台 帳 （旧 台 帳 ）を丹 念 に調 査 し、補 正 した上 で、基 礎 年 金 番 号 の記 録 との突

き合 わせ及 び「記 録 のお知 らせ」の送 付 を行 う。 
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（別紙1）

漢字カナ変換された記録の漢字氏名収録作業の進捗状況（３月３０日現在）

漢字カナ辞書
変換された記録

1,544,426件

①転記済
1,541,968件

(99%)

１ 払出簿からの転記 ２　原票確認 ３　補正入力

④確認済
109,370件

⑤入力済
1,414,139件

(91%)

４　入力結果確認

⑥確認済
1,408,445件

(91%)

②補正入力可
1,423,486件

③名簿・原票
確認要

118,482件
※重複取消済

22,594件
(1.4%)

1,431,039件
(92%)

○　漢字氏名収録状況の内訳

払出簿等の確認により、補正入力可能であることが確認できたもの
１５３万件（約９９％）　※②＋④

①払出簿の確認・転記作業終了
　うち、
 
④名簿等確認済
⑤補正入力済（②及び④）
⑥入力結果確認済
重複取消済

154万件
142万件

12万件
11万件

141万件
141万件

2万件

②補正入力可能な件数
③名簿等確認要件数
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（別紙２）

○　作業の進捗状況

(1) 被保険者名簿等の調査終了 ４０，０９８件 （67%）

うち ①勤務事業所、生年月日等から特定 １０，７６９件

②被保険者名簿等では確認できない ２９，３２９件

(2) 補正入力済 １０，３３５件

(3) 重複取消済 ２５９件

(4) (1)②のうち氏名索引照会による疑同一人を特定 ２１３件

◎　補正完了〔(2)～(4)〕 １０，８０７件 （18%）

◎　継続調査〔(1)②－(4)〕 ２９，１１６件 （49%）

〔作業の流れ〕

　

※　継続調査が必要な記録については、今後、旧台帳の保管方法を見直した後に、確認範囲を拡げ再確認を行う予定。

氏名等の調査を継続する記録(約６万件)の補正作業の進捗状況（3月21日現在）

氏名等のない記録
59,625件

(1) 調査済
40,098件

(67%)

１ 名簿等の調査 ２　調査結果 ３　補正入力

②被保険者名簿
等で確認できない

29,329件

(2) 入力済
10,335件

４　氏名索引照会
による調査

(4) 確認可 213件

(3) 重複取消済

259件
10,807件

(18%)

５　補正等完了

①確認可
10,769件

※継続調査
 29,116件

(49%）
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（参 考） 

 

氏名等の調査を継続する記録の対応 
 

 

 氏名又は生年月日の調査を継続する記録については、以下の手順で記録の確認作業

を実施する。（平成２０年２月から順次実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

【今後、照合作業を実施し、対象者へお知らせ】 

 

（平成２０年２月～） （平成２０年２月～） 

氏名・生年月日の調査を継続する記録 

① 勤務事業所から特定する方法 

  該当記録に係る払出時期の前

後の記録から、勤務した事業所を

推測し、当該事業所における全て

の被保険者名簿（原票）とオンラ

イン上の資格記録と突合せを行う

ことにより、氏名を特定 

（確認できない場合） 

② 生年月日から特定する方法 

  該当記録の生年月日をもとに、マイクロフ

ィルム生年月日索引簿を活用し、生年月日

の一致する全ての被保険者名簿（原票）と

オンライン上の資格記録と突合せを行うこと

により、氏名を特定（ 生年月日索引簿は、

県内の社会保険事務所分を全て確認） 

社会保険業務センターで保管する旧台帳を年金手帳記号番号順に再整理（検討）し、

旧台帳の確認範囲（県内や近隣県等）を拡げ、再確認を行う 

 

※ 上記①②により、生年月日のみが確認できない場合（非実存日等）は次の作業を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記録が結びつくと思われるものが判明した場合、随時、対象者へお知らせ】 

生年月日のみが確認できない記録 

氏名は収録されていることから、窓口装置にて想定される生年月日の範囲を指定し、氏

名索引照会処理を行うことにより、手作業にて個々に照合を行う 

（平成２０年２月～） 
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平成 20 年 3 月 27 日公表資料 

 

 

平成２０年３月２７日 

社 会 保 険 庁 

 

 

 ３月１９日に発送したねんきん特別便の一部についての出力誤りについて

 

 

１．事象 

 
３月１９日に発送した「ねんきん特別便」のうち、遺族年金受給

者の一部の方において出力誤りがあることが判明した。 
 

（事象１）加入記録欄に遺族年金の基となった記録と別の記録が出
力されている。 

 
（事象２）加入記録欄に何も出力されていない。 

 
 
２．原因 

 
３月１９日発送分の帳票データについて、３種類の磁気テープを

本来、別々に分けてそれぞれ印刷処理すべきところを、データを一
つにまとめて編集して印刷処理が行われたため、お知らせする加入
記録が正しく編集・出力されなかったことによる。 

 
 

３．出力誤りがあった発送数 

 
１９，８２７件 
 

４．対応 
 
誤った特別便が発送された方に対し、正しい「ねんきん特別便」

を作成し、今月中に、再送付する。 
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事象１ 別人の記録が出力されたケース 

 

別
人
の
記
録 

正
し
い
記
録 

昭和 37．4．1

 

昭和 46．10．1

 

昭和 59．10．１

 

平 成 1 ． 4 ． 1

昭和 46．10．1

 

昭和 58．10．1

 

昭和 61．11．1

 

平 成 3 ． 4 ． 1

114

144

25

24

１ 

 

２ 

 

１ 

 

２ 

厚年 

 

国年 

 

厚年 

 

国年 

社保 株式会社 

 

国民年金 

 

年金鉱山 株式会社 

 

国民年金 

重
複
し
て
出
力 

正
し
く
出
力 

144 144

0114 258114 0
144

2580

亡くなられた方の被保険者記録です。 

亡くなられた方の被保険者記録です。 
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事象２ 「（あなたの加入記録）」が出力されないケース 

 

何
も
出
力
さ
れ
な
い 

      

何
も
出
力
さ
れ
な
い 

正
し
く
出
力 

2424

025 4925 0
0

490
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ねんきん特別便区分誤りについて

基本情報（氏名、生年月日、住所等）

３００－００００００００１

加入記録 １

３００－０００００００１

加入記録 ２

３００－０００００００１

備考欄（メッセージ）

３００－０００００００１

基本情報（氏名、生年月日、住所等）

３００－００００００００ｎ

加入記録 １

３００－０００００００ｎ

加入記録 ２

３００－０００００００ｎ

備考欄（メッセージ）

３００－０００００００ｎ

～

～

～

～

磁気テープ① Ａさんの特別便

基本情報（氏名、生年月日、住所等）

３００－００００００００１

加入記録 １

３００－０００００００１

加入記録 ２

３００－０００００００１

備考欄（メッセージ）

３００－０００００００１

基本情報（氏名、生年月日、住所等）

３００－００００００００ｎ

加入記録 １

３００－０００００００ｎ

加入記録 ２

３００－０００００００ｎ

備考欄（メッセージ）

３００－０００００００ｎ

～

～

～

～

磁気テープ② Ｂさんの特別便正

誤

各記録部に設定された封入封緘コードによりデータを結び付け一人分の通知を編集している。

３００－００００００１

↑
通知区分 連番
「３」は遺族年金受給者を示す

Ａさんの特別便

Ａさんの基本情報と加入記録に、
封入封緘コードが同一である
Ｂさんの加入記録と備考欄が
結び付いて編集。

Ａさんの特別便

磁気テープ ① と ② を統合

基本情報（氏名、生年月日、住所等）

３００－００００００００ｎ

加入記録 １

３００－０００００００ｎ

加入記録 ２

３００－０００００００ｎ

備考欄（メッセージ）

３００－０００００００ｎ

基本情報（氏名、生年月日、住所等）

３００－００００００００１

加入記録 １

３００－０００００００１

加入記録 ２

３００－０００００００１

備考欄（メッセージ）

３００－０００００００１

加入記録 １

３００－０００００００１

加入記録 ２

３００－０００００００１

備考欄（メッセージ）

３００－０００００００１

基本情報（氏名、生年月日、住所等）

３００－００００００００１

Ｂさんの特別便

Ｂさんの加入記録と備考欄が
Ａさんの記録に結び付いたた
め、Ｂさんの特別便は加入記
録及び備考欄が出力されな
い

磁気テープＡのデータ
磁気テープＢのデータ
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